




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　“College of Engineering and Sciences”これ
は理工学部です。





















































































































































Clemson University - International Center 

































































International Center for Automotive Research
です。Clemson Universityが付いてでCU-ICAR。








はUS-Japan Alliance with Clemsonの頭文字が
UJACなのです。
　CU-ICARでは先ず、“例えそのときに自動
車の部分の設計に従事していても、常に全体像
を見ながらやろう”ということを強調します。
クレムソン大学の自動車工学科大学院へ入学し
て来る人はみんな、学部の時から、自称カーキ
チが多いのです。「私が一番この車については
知っているんだ」というような人がたくさん入
学して来ます。しかし、“新入生皆に一生懸命
勉強してもらいたいが、常に全体像を把握しな
がら部分の位置付けができなければ、クレムソ
ンの生徒とはいい難い”と指導していきます。
全体像をイメージするのに、自動車をゼロから
完成まで２年間かけて作らせます。そのプログ
ラムをDeep Orangeと言います。Deep Orange
はまず、BMWから資金を受けてあたらしい
BMWのコンセプトカーを作りました。従って
Deep Orangeの教科では、燃料専門の学生も、
自動生産専門の学生も、ブレーキ専門の学生も
全体像がつかめるようになるのです。
　BMWの次は、Ford。その次は、マツダ。写
真をお見せしましょう。これがBMW、これが
マツダです。マツダは2016年に発売されるはず
です。これらは、全てゼロから出発して内装
やパワートレインなど全てに渉って設計製作
しました。ハイブリッドのマツダのスポーツ
カーです。全て学生が製作しました。“ICAR
　mazda”と、スマートフォンで検索していた
だけると、この写真が出てきます。
　この方が、ワシントンから来た交通大臣――
Secretary of Transportationです。この方が新
しいクレムソン大学の学長です。
　この自動車が興味深く特別である理由は、ク
レムソンでしかできないような多くのアイディ
アが満載されているからです。どういうことか
と言いますと、ご存知のように、今学生はあま
り自動車を欲しがらない、持ちたくない、買い
たくない、と言う統計があります。実はそのよ
うな資料が山ほどあります。統計の対称の年齢
層と同年代の学生がそれを分析して、作ってい
るのですから、統計の内容を良く理解していま
す。それを解釈しますと、“shareしたいんだ”
ということになります。どう解釈したかといい
ますと、“多人数で共同所有して乗る”。その結
果、自動車史で初めて６人乗りのスポーツカー
を設計製作しました。これは、６人乗りです。
前に３人、後ろに３人です。マツダの社長がこ
れを見て興奮しておられたそうです。クレムソ
ンのフレキシブルで創造的なスピリットが、こ
こでも働いているのです。
　この方が先ほどフットボールを観に来ていた
Nikki Haley 州知事です。CU-ICARにで演説し
ている光景です。
RestructuringとProvost選考
　Restructuringをしたお陰で、以上のような
ことが可能になったのですが、材料工学でも同
じようなことが起きています。Bioengineering
やBusiness Schoolでも同様の学際的な再編成
が可能になっています。
　Restructuringの結果がもたらせた新しい可
能性はこれからも発展していくと考えられます。
その過程で５学部が６学部になったり、また
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戻ったりというようなことは、これからもある
でしょう。
　変化に富んだクレムソン大学の将来を、新し
い学長はどのように導いていくか、と皆が注目
していますから、新学長の仕事は大変です。新
しい学長の仕事の内約40％の時間とエネルギー
は資金集めに使われます。Fundraisingです。
アメリカの学長としては、普通のことです。私
は、去る６月までは、21年間Special Assistant 
to the President（学長特別補佐）でしたので、
新しい学長の指導方針に非常に興味を持ってい
ます。
　教育や学問に関してはProvostという第一副
学長が中心になって全学をコントロールしてい
ます。そのProvostが辞任したので、現在、全
国公募中です。
　Provostのポストには約50の応募がありまし
て、各候補者が、だいたいこれ位（５センチ）
の厚さの資料を送ってきます。選考委員の仕事
は大変です。私も２度ほど先行委員に選ばれま
したが、４回くらい週末が潰れます。50人分
の資料を全部調べまして、ランキングをつけ
て、疑問の箇所は電話をして、例えば“どうし
て辞めるのか”とか、“この時はどうしたか”と
か、“研究発表したものは実際に使われたか”な
ど、徹底して調べます。最後に３人か４人選ん
で、１週間ずつキャンパスへ呼ぶわけです。毎
日朝７時から夜９時まで缶詰にしで一週間かけ
て調べます。学生と会ったり、教授と会った
り、大学外部の人と会ったり、いろんな形で
チェックして、だいたい夕方の食事が始まる頃
にはガードも何もなくなるような状態になりま
す。隠すこともなくなります。このようにして
一人に絞り込みます。決まらない場合もありま
す。このように調べますから、時々我々が頼ま
ないのに、他からの情報が入ってきたりするわ
けです。ある意味で、裁判みたいです。
個人同士の信頼関係が重要
　ヤル気のある人たち、ヤル気のあるグループ、
ヤル気のある学校や企業が、一緒に何かやろう
と思い、お互いに違った才能を結集して「こと
に当たる」と、その結果は部分の総和より大き
くなる事がしばしばです。即ち１＋１＝３とい
う思考形式と実行態度が私の哲学です。クレム
ソン大学において実行に移された大改革の結果
は、私の直感として、大体１＋１＝４くらいの
結果が出ていると判断いたします。どういうこ
とかといいますと、私の経験だけではないので
すが、企業と企業、大学と大学、国と大学、ど
のような関係においても、その最初は個人同士
の信頼関係で始まります。その信頼関係が背後
にある企業や大学の信頼関係として発展して１
＋１＝４となりますが、その根本は個人同士の
信頼関係にあるのです。
　組織同士の信頼関係を続行するのは難しいし、
複雑です。個人同士の場合の信頼関係でも成功
したり、裏切られたりします。私も両方の経験
があります。でも、私のこの20年間の経験で言
いますと、成功例が多く平均しても１＋１＝５
だったと思います。複数の人が集まらない限り、
この足し算は存在しません。一人でやると猿回
しのようになり、結果がでません。例え失敗し
ても、人を信じ、直感を信じてやるしかないと
いうのが、今の私の感じです。
　クレムソン大学の改革の最初で、１人の学長
と４人の副学長と９人の学部長が一緒になっ
て、発起人として始めた時、恐らくは相互の信
頼度を再三確かめながら、危険極まりない大改
革の構想を徐々に立ち上げていき、一人ひとり
が発起人のつもりで提案を出し合い、暗中模索
の手探りで改革案の深さと幅を押し広げて行っ
たものと考えます。恐らく一番はじめから、意
識的か無意識的かの信頼関係というものに大き
な比重を置いてやったからこそ、クレムソンの
場合は成功したのだと思います。大いなる成功
だったと思います。しかし、本当の正念場はこ
れからです。まだ、社会の変動、産業の変化
は、終わったわけではありません。Land-grant 
university の使命は継続していきます。産業革
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命の時と同じように。
「質」に関して協力すること
　例えば、昨日、日本である自動車会社、建設
会社の人たちといろんな議論をしました。シン
クタンクの人たちです。「今、若者たちは何を
求めているのですか」、「クレムソンの学生の調
査ではこういう結果が出た」、「いやいや、まだ
足りない」、「今の若い人たちは、本当に自動車
が欲しくない」、「一戸建て住宅に関しても似た
り寄ったりだ」と。　
　これに賛成したり、反対したり、協力はする
が、など色々あると思います。好き嫌いの感情
も大切ですが、良い悪いという「質」の問題は
もっと大切です。「質」が中心課題になります
と、永続性が出てきて協力し易くなります。私
は建築家ですので、質を中心とした各種の職業
との協力、collaboration を多く経験して、良
い結果を出すためには、それが如何に大切であ
るかを知っています。私が個人的に好きになれ
ない有名建築家の作品でも、良いものは良いの
です。それはもう、人柄の問題ではないのです。
建物の「質」の問題ですから。同様に、自動車
を作ったり、会社を作ったり、等々、創造の過
程において「質」と「信頼」を中心課題にして
ことに当たれば、おのずと「質」の良いものが
出来るはずです。要するに良い結果を出すため
には協力を惜しまず、信頼し合いながら製作に
邁進することです。
　ヤル気がある人たちが集まり、縦割の組織を
改善して、斜め割か横割りにし、新しい組織と
方針に沿って、必要な才能と資金を集めれるよ
うにすれば、可能性は無限に広がります。
　クレムソン大学は今でも変化しており、20年
前の大改革に感謝こそすれ後悔している人は一
人もいないと思います。「質」を向上させるた
めには参加者の「怠け」は許されません。常な
る進歩促進が義務付けられます。当然良い指導
者に恵まれるようになりますし、同時に良い指
導者を育てるようになります。TOP20をメイ
ンテインするのは、大変なことですが、もう後
戻りは許されません。21位と20位の間に10校ぐ
らい入っています。正に鍔迫り合い争いです。
一度、25位まで下がりましたが、頑張って挽回
したようです。あわてました。油断は禁物です。
　協力者同士の信頼関係で成り立ち、良いアイ
ディアと作品、例えそれが製品や人や思想で
あっても、その「質」に焦点を置き、それを皆
でshareできれば、其の時点ですでに目的の一
部は達成されたようなものです。これが私の今
日のメッセージです。ご清聴ありがとうござい
ました。
司会
　岸本先生、どうもありがとうございました。
クレムソン大学の概要、それからキャンパスの
様子。そして９学部から４学部、restructure
の重要性。特に、特色ある部品点数、３万点を
超えるところの自動車を学生さん自ら全て作っ
てしまう、その６人乗りの発想、すなわち、最
後の所のお話に出てきたアイディアの重要性。
それから、学部長選考。１＋１＝４、これはな
かなか難しいと思います。そういうところの非
常に重要なお話をいただきました。どうもあり
がとうございました。
